
人工関節置換術の正しい適応の確立！術後の症状改善に向けて!

ー2022年度OARSI (世界変形性関節症会議) 
インフォーグラフィック学会賞受賞作品についての解説ー

講師：林 和生（福岡和白病院 関節症センター長）

2022年10月29日

OARSI（Osteoarthritis Research Society International：世界変形性関節症会議）は、
変形性股関節・膝関節症の保存療法（リハビリなど）・薬物療法の基礎と臨床・再生医療・

疫学・病態学（遺伝子研究が多い）に関する世界最大規模の学会で
世界のガイドラインを発信しています。



本日講演の骨子

「手術を受けない方がよかった。」と話されている例もあれば

「こんなことならもっと早く手術を受ければよかった。」と話されている例もあります。

変形性股関節・膝関節症には大きく異なる二つの痛みがあり、
これによって人工関節術後の結果が異なることがわかってきました。

↓

ここは、次回詳細にお話したいと思います。

この区別は、詳細な問診により可能になり、
レントゲンなどの画像では区別できません！！

痛みの病態を詳細に分析してそれぞれに対応した治療が必要です！！

手術しかない例は、あります。

ポイント：手術適応を決めるには詳細な問診が必要であり
レントゲンで決めることに問題があります！！



2022年度世界変形性関節症会議(OARSI)
インフォーグラフィック学会賞受賞作品

（日本語訳）

→

↓

受賞作品決定後に、
当科に日本語翻訳の依頼がありました。

OARSI ホームページに
英語原語の作品と一緒に日本語翻訳が
公開されています。



OARSI Homepage

OARSI Awards
Clinical and Basic Science Award 
Applications Now Open

Policymakers Infographic



正常股関節 変形性股関節症

→

→

関節軟骨がすり減り・消失関節軟骨は、神経が存在していない

関節裂隙（軟骨）
関節裂隙消失



股関節の手術



変形性股関節症の進展

↓前期の別名：臼蓋形成不全

臼蓋のかぶりが浅い→ 軟骨のすり減り→

↑
骨切り術の時期 →人工関節の時期



「軟骨がすり減って、レントゲン上で
骨同士がぶつかっているから痛いんです。」

「手術するしかありません！」

人工関節での最大の問題点と思われる点

初診 新患患者さん ほとんど全員の話

と言われました！



「軟骨が消失して骨同士がぶつかったら
手術でしか痛みが取れないのか」

検証するための臨床研究を行いました。

PSTRエクササイズの有効性の検討

多施設共同前向き単群研究

福岡和白病院関節症科
浅間総合病院整形外科

目標症例：HHS (Harris Hip Score) 60点未満例（重度変形性股関節症） 200例以上

開始 ：2017年8月1日
最終登録：2019年9月30日
最終観察：2020年4月30日

研究デザイン指導・データマネジメント・統計解析
一般社団法人九州臨床研究支援センター



解析Ⅰ：全症例、193例(初診時60点未満)
解析Ⅱ：関節裂隙幅0mm、130例

（骨同士がぶつかった例）
(初診時60点未満) 

HHS(Harris Hip Score)：国際評価基準（正常100点、重症は60点未満）の経過
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国際ジャーナルCurrent Medical Research and Opinionに2022年7月21日付けで掲載。
8月下旬にMost read article list（最も読まれた論文リスト）にランクイン。

10月10日 西日本新聞朝刊
国際評価基準で当初は約50点だった平均値がPSTRエクササイズを半年間続けた結果、
約70点にアップ。 約7割の人の痛みが軽減した。



他院で両側の人工股関節置換術を受け術後半年間、
腰痛と両股関節外側痛で歩行できず両側杖歩行で
遠方から数年前に当科初診されました。

PSTRエクササイズ開始し半年後くらいから疼痛軽減し1年後には
杖がはずれ独歩できるようになりました。

術前の状態：両股関節ともに立ち上がり・歩き始めで痛みがでていましたが
歩き出したら痛みはでていませんでした。
レントゲンですぐ手術になったようです。

初診時レントゲン



まとめ

1：「手術を受けない方がよかった。」と話されている例もあれば

「こんなことならもっと早く手術を受ければよかった。」と話されている例もあります。

2：変形性関節症には大きく異なる二つの痛みがあり
これによって結果が異なることがわかってきました。

3：この区別は、詳細な問診により可能になり
レントゲンなどの画像では区別できません！！

4：当研究グループの研究発表は、いまのところ股関節のみですが
変形性膝関節症による膝痛においても同様の経過と結果が得られています。


